
資料３-１

今後の協議会事業



千葉市制１００周年 百の歴史を、千の未来へ

１ 市が実施する主な記念事業

（１）マリンスタジアムでの広告掲出

マリンスタジアムで開催される千葉ロッテマリーンズ
のホームゲームにおいて、市制１００周年ＰＲ動画をマ
リンビジョン等に放映

動画：８本（６０秒/本）

時期：４月～１０月（７０回）
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千葉市制１００周年 百の歴史を、千の未来へ

（２）七夕平和プロジェクト

子どもたちが家族と七夕空襲を振り返り、千葉市の歩
みについて触れる機会を提供するため、小中学校を対象
に、千葉市の歩みを記載したリーフレットと短冊を配付
し、ショッピングセンター等に短冊を掲出。

あわせて、千葉市の歩みを振り返るきっかけとなる文
房具を児童生徒に配布。

時期：７月

2

イメージ



千葉市制１００周年 百の歴史を、千の未来へ

（３）絵画コンクール

市制１００周年を契機に、子どもたちに千葉市の未来
を考える機会を提供するため、市内小中学生を対象にし
た絵画コンクールを開催

テーマ：「私の住みたい未来の千葉市」

時期：作品募集 夏休み頃

審査公表 秋冬
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千葉市制１００周年 百の歴史を、千の未来へ

（４）NHKのど自慢

市制１００周年を広く周知するため、ＮＨＫ千葉放送
局と共催で「ＮＨＫのど自慢」を開催

時期：令和３年１１月６日（土）、７日（日）

会場：市民会館
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千葉市制１００周年 百の歴史を、千の未来へ

２ 今後の市制１００周年記念協議会事業の方向性
（第2回協議会承認事項抜粋）

（１）新型コロナ感染症対策

・新型コロナウイルス感染症の影響により、様々な分野の活
動が停滞しており、かつ現在のところ終期が不明である。

これらのことから三密の回避など新しい生活様式を取り入
れ、経済活動ともバランスの取れた事業を展開する。

（２）記念事業の進め方

・新型コロナウイルスの影響を受け１００周年の認知度はい
まだ低いため、協議会構成員で連携し、あらためて認証事業
を周知する。

・現下の状況を鑑み、この１００年間の歩みを知り考える機
会の提供に比重を置き、認知拡大、興味関心、理解促進と
いった段階に応じた事業を実施する。

・多くの市民がまちに出るような仕掛けとともに、記念事業
実施者にもメリットが生じるよう工夫する。
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千葉市制１００周年 百の歴史を、千の未来へ

３ 市制１００周年記念協議会が実施する主な事業

（１）「ちば・まち博」の開催（7月から12月）

・市民や企業、団体による記念事業を集中的に開催する「まちの博覧会」。

・大学の文化祭やオンライン講座、市民活動、セールなど多様な分野のイ
ベントを募集し、参加事業はのぼり旗や記念ロゴで統一感を。

・協議会特設サイト「ちば・まち博」でわかりやすく情報発信。
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千葉市制１００周年 百の歴史を、千の未来へ

（２）（仮称）市制１００周年謎解きウォーク（１０月～１２月）

・子どもたちやその家族を中心に、幅広い世代を対象。

・実際に市内を回遊しながら、本市のあゆみやまちの魅力を理解。

・屋外周遊型でバラバラに参加し、３密を回避。
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